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研究成果の概要（和文）： 

本プロジェクトでは企業の生産性が企業間で異質なもとでの国際貿易、直接投資、新経済地理

学の理論的、実証的分析を行った。研究の結果、企業の立地パターンや輸出行動において様々

な自己選抜(セレクション)効果があることが分かり、さらに公共政策や貿易政策がこの効果に

影響を与えることが分かった。グローバリゼーションが進展するもとでの、企業間の生産性格

差や都市と地方の格差の拡大とその是正策を検証した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project theoretically and empirically investigates international trade, FDI, New 

Economic Geography and regional economy when firms are heterogeneous. As a result, I found 
various types of selection and sorting mechanism and substantial impacts of public 
policies on selection/sorting effects. In the current wave of globalization, firm 
productivity is more heterogeneous and the gap between core and periphery expands. This 
project provides effective policies to reduce the gap and increase social welfare.  
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１． 研究開始当初の背景 
近年、注目されている「企業の異質性」を考
慮した国際経済(国際貿易)および空間経済
(新経済地理学)の分析を理論と実証(計量分
析)の両面から研究を行い、日本の国際貿易や
直接投資の現状を分析する。同時に貿易政策

や公共政策(産業立地や環境・公害防止など)
の効果を分析する。企業の異質性を考慮する
ことにより、既存の研究および既存研究をも
とにした政策効果との比較をし、現実の公共
政策へ提言を行う。 
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２．研究の目的 
グローバリゼーションが進展し、財取引のみ
ならず、企業立地や資本移動も自由になり活
発化している。しかし、一方でグローバリゼ
ーションの恩恵が一部の生産性の高い大企
業に限られており、企業間の格差が増大して
いることが問題になっている。さらに国内に
おいても地方と都市部との格差が顕著にな
ってきている。企業の異質性を考慮した国際
貿易や空間経済の分析をすることにより、上
記のような現実の問題を分析し、政策的にど
う解決していくかを研究する。さらに研究は、
格差是正にとどまらず、国際競争力を高める
ため、質の高い産業集積をどう作っていくの
か、あるいはどう海外から優秀な企業を誘致
してくるか、そのための有効な公共政策は何
かという現実的な課題にも直結する。また、
地域全体でどのように生産性を高めていく
のか、経済成長を促し景気を浮上させていく
という課題にも答えることにもなる。 
 
３．研究の方法 
(1)総括 
理論分析とデータを用いた実証研究の両面
から研究をバランスよく行い、これにより常
に現実と学術的研究の距離を縮小させ、現実
へのインプリケーションを常に意識するこ
とができた。 
(2)具体的な研究方法 
①企業の異質性をはじめて貿易理論に取り
入れた Melitz(2003)や空間経済学に取り入
れた Baldwin=Okubo(2006, JoEG)をもとにし
て、さらにいろいろな要素をいれることで
様々な理論モデルを作り、研究を深め拡張し、
様々な自己選抜効果(セレクション効果)を
明らかにした。 
②先行研究である Baldwin et al. (2003)の
政策研究の手法を応用して、厚生分析を軸に
公共政策(補助金、法人税、環境政策)や貿易
政策(貿易自由化)の立地への効果などの分
析も行った。 
③また理論面で明らかになったものを、企業
レベルや地域レベルのデータを用いて実証
研究した。これにより理論研究の方向性や妥
当性を包括的に検証した。 
 
４．研究成果 
(1)総括・研究実績 
研究開始当初の目標通り、企業の異質性を考
慮した研究を行い、国際的な査証付学術雑誌
(ジャーナル)に論文が多数採択され、成果を
あげた。査証付の国際的な学術雑誌に投稿し、
審査をへて掲載された。そのうちのいくつか
は ( 例 え ば Journal of International 
Economics, European Economic Review, 
Journal of Environmental Economics and 
Management, Scandinavian Journal of 

Economics, Economic Theory)世界的にも一
流あるいはトップクラスのジャーナルであ
る。 
(2)既存研究を超えた知見 
企業の異質性を考慮しない既存の研究では
わからなかった点が明らかになった。 
既存研究と大きく異なる点は第一に「生産
性」の軸をいれたことである。既存の国際貿
易や空間経済の研究では「企業数」のみの議
論だった。企業が異質であることで、地域や
国全体の企業の構成により平均生産性が異
なる。つまり企業数だけではなく、生産性の
高い企業が立地しているかという点である。
これにより公共政策の意味合いも大きく変
わってくる。 
第二に国際貿易の輸出行動や海外直接投資
行動における自己選抜効果(セレクション効
果)と空間経済における立地行動におけるセ
レクション効果(いわゆる spatial sorting
や spatial selection)との違いである。両方
のメカニズムは大きく違うものの、同時に加
味したモデルを構築し、研究はまだ不完全な
がらもある程度、裏表の関係にあることが分
かった。 
(3)具体的な研究と明らかになった知見 
①実際の研究としては、まず初めに様々な基
本的な理論モデルを構築し、様々な自己選抜
効果(セレクション効果)を理論的に明らか
にし、地域間(国際間)の生産性格差をも議論
した。具体的には中間財とのリンク、3 か国
モデル、企業と需要の双方向の異質性の考慮、
線形需要関数モデル、非輸出企業と輸出企業
の２タイプモデル、比較優位などである。 
②さらに基本モデルに公共政策を加味した。
公共政策(補助金政策、法人税、環境対策・
規制)や貿易自由化(輸送費低下、貿易障壁の
低下)の与える産業集積の「質」(企業の生産
性)への影響を明らかにした。補助金や法人
税のやり方によっては生産性の高い企業の
集積を作ることができることが理論的に明
らかになった。 
③グローバリゼーションが進展し自己選抜
効果(セレクション効果)や企業間の生産性
拡大のみが強まっているのではないことも
実証的に発見した。例えば、企業行動は個々
の生産性と関係なくかなり局所的に(地域的
に)相関しており例えば、企業の環境対策や
温室効果ガスの排出が局所的な空間相関が
みられることが実証的に分かった。 
④実証的に大局的な観点から妥当性を検証
するため地域レベルのデータを用いて研究
を行った。自己選抜効果による立地パターン
と地域的な空間相関の２つにより、地域的に
景気循環も大きく異なることも発見した。こ
れを日本や英国の地域データを用いて検証
した。一つの要因は日本の場合、産業集積の
ための公共政策が周辺部の特に特定の地域



で行われていることによるものと思われる。 
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